（Ｈ26年10月）

· 第2弾　東南アジア視察旅行！「インドネシア」に行ってきました✈
今回も昨年に引き続き、名古屋のコンサルティング会社が主催する、東南アジア視察旅行に10/1～5の日程で参加しました。今回の訪問地はインドネシアの政治・経済の中心地「ジャカルタ」で、その趣旨は、日本の約2倍の人口を有し、東南アジア諸国連合（ASEAN）の盟主であり、成長著しいインドネシアの活気をとにかく体感してみようというものです。
それでは簡単に「インドネシア」という国を紹介いたしましょう。

· 正式名称：インドネシア共和国

· 建　　国：1945年8月17日（正確には独立宣言日、日本の終戦記念日の2日後）

· 国土面積：191.1万ｋ㎡（13,000島を超える島国、日本の約５倍の面積、東西の距離はアメリカ合衆国以上）

· 首　　都：ジャカルタ（シンガポールから赤道を挟んで南南東、ジャワ島の西端）

· 人　　口：約2億4,000万人（世界第4位、ちなみにジャカルタの人口は約1,000　万人で東京23区内の人口に匹敵、平均年齢約29歳）
· 宗　　教：イスラム教88.6％、キリスト教8.9％、ヒンズー教1.7％、仏教0.6％
· 言　　語：インドネシア語（他に約600種以上の言語あり）

· 義務教育：小学校6年、中学校3年（その後、日本と同様に高校３年制）
ジャカルタの人口は約1,000万人。街は多くの人で溢れかえっています。インドネシアは東南アジアの中でも指折りの親日国。その背景には、太平洋戦争後の旧宗主国オランダとの独立戦争において、旧日本兵が最前線で体を張って闘った結果、約1,000人が命を落としたという歴史が少なからず影響しているのかもしれません。しかしながら、街の治安は決してよくありません。夜の一人歩きはもちろんのこと、昼間でも場所によっては一人で歩いてはいけないとのことでした。

一方、ビジネス面では、インドネシアは、今、日本にとって魅力的な投資先として非常に注目されている国です。首都ジャカルタは高層ビルが建ち並び、遠くを見ていると東京かと錯覚してしまうくらいに開発が進んでいます。幹線道路は車とバイクでごった返し、世界第２位の渋滞都市（英BBC調べ）の汚名を獲得しているほどですが、日本車のシェアは自動車が96％（トヨタ35％、ダイハツ15％、スズキ13％ほか）、バイクでは何と99％（ホンダ61％、ヤマハ32％、スズキ5％ほか）に達しているとのことで、その高さに非常に驚かされました。渋滞の原因としては、車の急激な増加に対して道路網の整備が追い付かないことはもちろんなのですが、それ以外にも国民性なのか？無計画な道路整備にも問題があるようです。例えば、車で走っていて、右折できればすぐ目的地に行けるところを、中央分離帯があるため右折できず、数キロ直進した後にUターンして目的地にたどり着くといった具合に。この国では万事を「Kira-Kira（キラキラ）」、つまり、大雑把で物事を長期的に考えない（時間にルーズの意もあり）で片づけてしまう傾向にあるようです。道路インフラ以外にも、港湾施設不足による貨物の滞留、電力、ガスの安定供給の問題、税制や通関の場当たり的なルール変更、公務員や政治家の汚職の問題（すぐに賄賂を要求する）など、ビジネスの上ではかなり厄介な問題を抱えているのも事実です。
しかしながら、2億4,000万人の人口を抱え、2020年には中間所得層（年間世帯可処分所得が50～350万円）が1億9,000万人に達することが見込まれる巨大市場は、成長性という意味では間違いなくトップクラスです。自動車関係のみならず、家電製品（パナソニック、東芝ほか）、生活用品（ライオン、花王、ユニ・チャームほか）、飲食料品（味の素、ヤクルトほか）、教育産業（公文、学研ほか）、飲食業（吉野家、大戸屋、丸亀製麺、CoCo壱番屋ほか）など、名だたる企業が既に進出して市場を開拓しています。先発の日本企業をリスペクトしつつ、それに続く企業を心から応援したい念にかられました。（工藤克己）
